
修得主義に基づく学校運営

生徒は｢自分らしく｣
社会に参加する経験

到達目標を達成できる
可能性が高いので、学習
成果を｢教室に存在｣した
時間で計る必要性は低い

履修主義に基づく学校運営

到達目標を達成するのが困難な
ため、実際に多くの時間を必要と
するほか、学校や教師には「教室
に存在した時間で学習成果を
認定する、形式要件による免責｣
を願望する意識が強くなる。

管理強化
他責に伴う被害を未然に
回避するために外ヅラを
良くする必要性から、また
無念から、生徒の支配に
走る危険性が高くなる。

土曜授業実施・夏休み短縮・
9月入学による帳消しを画策

今日｢助け合い｣に対するハードルは劇的に低下

臨時休校
（まもなく本格再開）

今ここ

2月27日

ピンチをチャンスに変えて 意志ある未来へ成り行きの未来 面倒なことが嫌で過去帰り
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疲 弊

探究や
地域連携は
真っ先に縮小


